
















































































 

 

平成 24 年度 都市整備局 運営方針 
 

Ⅰ 基本目標 
生活者の視点に立って、日々の市民生活の安全・安心と、将来の活力を生み出

す環境・防災に配慮した持続可能な都市を実現します。 

 

【背景】先の東日本大震災により、これまでも取り組んできた都市整備による災害に強いまちづくりの重要性

が、なお一層認識されました。また、経済が停滞している中で、まちづくりによる経済波及効果を生かし地域

の活性化に取り組んでいく必要があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 目標達成に向けた組織運営 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★基本目標等を具体化する、主な事業・取組については、次頁をご覧ください。 

 

Ⅱ 目標達成に向けた施策 

都市づくりの実践に向けた取組姿勢 

・自分自身が生活者であるという意識を持ち、積極的に現場に赴き市民ニーズ等の把握に努めます。 

・市民や企業、自治会町内会、ＮＰＯなど様々な主体と連携してまちづくりに取り組むとともに、横浜市 

中小企業振興基本条例の趣旨を踏まえ、事業を実施していきます。 

／将来の人口減少社会の到来など社会状況の変化への対応や、環境に配慮した災害に強い都市づくりを 

進めます。 

人材の育成と活力ある組織づくり 

・局人材育成ビジョンに基づき「まちづくりにおける将来像を描き、地域のニーズを的確にとらえ、柔軟

な発想で新たに挑むことができる職員」の育成に取り組みます。 

・職員一人ひとりが生き生きと働くことができる活力ある組織を目指して、局全体のチーム力のアップと

ワークライフバランスの実現に向けた取組を推進します。 

人口減少など社会状況の変化を踏まえ、環境・防災に配慮した次世代につながる都市づくり
  

  高齢化や人口減少社会に対応した安全安心な都市の構築に向けた検討を進めます。 

  市民の暮らしの充実に向けた
 まちづくり ～地域活力～
  
  市民の日常生活を支えつつ地域活力を高める
 拠点整備を推進します。

 市民とともに創り育てる 
 まちづくり ～市民協働～
  

 地域に誇りと愛着を持てるような市民協働の
 取組を推進します。

  国際競争力強化や経済の活性化 
 を推進する都市づくり ～魅力向上～
  
  横浜の成長を支え、都市の価値を高める 
 未来への投資に取り組みます。

  誰もが移動しやすい交通体系
 の構築 ～移動快適～
  

 徒歩や公共交通などを中心とした都市交通を
 実現します。
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参考 主な事業・取組 

 

１ 市民の暮らしの充実に向けたまちづくり 

【主な事業・取組】 【内容】 

○ 戸塚駅西口第１地区市街地再開発事業 

 

 

○ 戸塚駅前地区中央土地区画整理事業 

 

○ 戸塚駅周辺整備事業 

○ 金沢八景駅東口地区土地区画整理事業 

 

 

○ 金沢八景駅周辺関連事業 

 

○ 鶴見駅東口周辺整備事業 

○ 長津田駅北口地区市街地再開発事業 

○ 二俣川駅南口地区市街地再開発事業 

○ 泉ゆめが丘地区土地区画整理事業 

○ 二ツ橋北部地区沿道まちづくり 

 

○ 駅前拠点整備の検討 

○ 事業完了地区における事業効果の検証 

 

⇒①公益施設（区役所、区民文化センター等）の完成【2 月】  

②公益施設へ連絡する駅前デッキ等の完成【2 月】 

③再開発事業の完了【3 月】 

⇒①ＪＲ線路交差部の柏尾戸塚線トンネル本体部整備完了【12 月】 

 ②（仮称）大踏切デッキの橋桁架設完了【3 月】 

⇒外周道路用地買収等【3 月】、市有地活用検討会議の提言【3 月】 

⇒①区画２号線・金沢八景六浦線北側半断面の暫定供用開始【8 月】 

②仮バスターミナル移設【3 月】 

③１・2 街区の一部の使用収益開始【1 街区、7 月】【2 街区、9 月】 

⇒①新交通及び京浜急行の駅舎改良にかかる調整 

②東西自由通路の実施設計完了【3 月】 

⇒東口既存駅前広場再整備の工事着手【10 月】 

⇒駅前広場と歩行者デッキ工事着手【12 月】、再開発ビル完成【3 月】、 

⇒組合設立認可【10 月】、建築設計と権利変換計画作成【3 月】 

⇒計画素案に対する地元合意【8 月】、都市計画手続きの開始【3 月】 

⇒ブロック懇談会の開始【5 月】、現地測量の段階的実施【3 月】 

先行地区の事業イメージとりまとめ【3 月】 

⇒駅前拠点整備に向けて地元等と連携した検討 

⇒市民満足度の調査、経済波及効果の検証 

 

２ 市民とともに創り育てるまちづくり 

【主な事業・取組】 【内容】 

○ 地域まちづくりの推進 

 

 

 

 

 

 

○ ヨコハマ市民まち普請事業 

○ いえ・みち まち改善事業 

 

 

○ 住宅地区改良事業 

○ 景観形成の推進 

○ 屋外広告物の管理・適正化 

 

⇒①地域まちづくり組織、プラン及びルールの認定 

②地区計画・建築協定等の策定・運営支援 

③都市計画提案に係る事前調整 

④都市計画マスタープラン（区プラン）の改定に向けた検討を支援（港北

区、緑区等） 

⑤駅周辺のまちづくりプラン策定の推進（東急田園都市線等） 

⑥その他誘導地区のまちづくりの推進 

⇒市民発意による施設整備検討への支援及び整備助成 

⇒①狭あい道路拡幅整備、広場・公園整備など災害に強いまちづくりの推進

（事業実施 11 地区） 

②事業実施に向けたまちづくり協議会の設立支援（6 地区） 

⇒南区中村町５丁目地区において、道路整備等を実施し、事業完了【３月】

⇒景観制度運用、活用検討、施策普及等 

⇒①制度運用（屋外広告物許可事務、屋外広告業の登録関係事務等） 

②今後の施策検討（ボランティア制度）、未申請調査、広報普及等 
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３ 国際競争力強化や経済の活性化を推進する都市づくり 

【主な事業・取組】 【内容】 

○ 横浜都心・臨海地域の国際競争力強化 

 

 

○ 関内・関外地区活性化の推進 

 

 

 

 

○ 日ノ出町駅前Ａ地区市街地再開発事業の推進

○ 地域再生まちづくりの推進 

 

○ みなとみらい２１地区の街づくりの推進 

 

 

 

○ エキサイトよこはま２２推進事業 

 

 

 

○ ヨコハマポートサイド地区の整備 

○ 新横浜都心のまちづくり 

 

 

○ 都市デザイン行政の推進 

 

○ 歴史的景観保全事業 

 

○ 美しい横浜港形成検討事業 

⇒①横浜都心・臨海地域(特定都市再生緊急整備地域)における整備計画

の策定【9 月】 

②民間都市開発事業及び都市拠点インフラ整備事業等の推進 

⇒①中心市街地活性化基本計画の策定及び国の認定【3 月】 

②業務機能の再生、関内駅北口及び周辺整備、県道の歩道拡幅事業 

等の野毛地区振興策の推進 

③地元まちづくり協議会の設立支援と港町地区周辺のまちづくり検討 

④関内駅周辺地区の再整備計画検討 

⇒工事着手【6 月】 

⇒初黄・日ノ出町地区において文化芸術活動等への転用のため店舗借上げ

（新規 10 店舗）【3 月】 

⇒①企業誘致・開発調整の推進、事業者説明会【4 月】、公募実施（55 街

区等） 

②みなとみらい歩道橋屋根設置工事の完了【3 月】 

③エリアマネジメント事業への支援（イベント実施など） 

⇒①(仮称)横浜駅西口駅ビル計画等の民間開発の推進 

②鶴屋橋架け替え工事の着手 

③横浜駅中央自由通路・西口地下街接続事業の調査・設計着手 

④横浜駅周辺の防災対策の推進 

⇒ヨコハマポートサイド地区の街区開発の推進 

⇒①（仮称）羽沢駅周辺地区プラン素案のとりまとめ【12 月】 

②新横浜駅南部地区駅前エリアの権利者意向調査【12 月】、道路計画

検討、駅前エリアの事業化等検討【3 月】 

⇒都市デザイン行政の推進（公共施設等のデザイン調整、都市デザインの

将来展開の検討等） 

⇒①制度運用（歴史的建造物の登録・認定、改修工事助成、広報普及等） 

②多様な保全活用手段の確保などに向けた制度検討 

⇒都心臨海部の美しい港景観形成の計画方針検討  

４ 誰もが移動しやすい交通体系の構築 

【主な事業・取組】 【内容】 

○ 総合的な交通政策の推進 

 

 

 

○ 神奈川東部方面線の整備 

 

 

○ 鉄道駅及び駅周辺の機能強化 

 

 

 

○ 地域交通施策の推進 

 

 

⇒①次世代の総合的な交通体系検討会の開催【6月、12月】、検討会中間

まとめ【3 月】 

②交通政策推進協議会の開催【１月】、協働部会・地域交通部会の設立

【11 月】、鉄道部会・バス交通部会の開催 

⇒①相鉄・ＪＲ直通線の事業推進(用地取得・工事) 

②相鉄・東急直通線の都市計画決定・環境影響評価手続き完了【11

月】、工事着手 

⇒①関内駅北口整備の基本計画策定及び設計【3 月】 

②東横線跡地の旧桜木町駅舎等解体【3 月】、遊歩道・駅前広場基本設

計【3 月】 

③市内鉄道駅の機能強化に向けた検討 

⇒①モビリティマネジメント施策の推進、公共交通利用促進イベント【9 月】 

②コミュニティサイクルの本格実施に向けた枠組みづくり【3 月】  

③駐車場整備計画の改定 

 

３ 



５ 人口減少など社会状況の変化を踏まえ、環境・防災に配慮した次世代につながる都市づくり 

【主な事業・取組】 【内容】 

○ 都市計画マスタープラン（全市プラン）の改定 

○ エコまちづくりの推進 

○ みなとみらい２１環境整備事業 

○ 地価情報を生かしたまちづくりの推進 

 

⇒都市計画マスタープラン（全市プラン）の改定【3 月】 

⇒「エコまちづくり計画」の実現化検討（3 地区） 

⇒緑化の推進（桜木町駅前広場改修整備の１期工事完了【3 月】） 

⇒地価情報の積極的な提供とまちづくりへの活用推進 

 

６ 人材の育成と活力ある組織づくり 

【主な事業・取組】 

○人材の育成 

 

 

 

 

○ 活力ある組織づくり 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

⇒①新採用職員や転入者に対する研修の実施【4 月】 

②法制実務研修をはじめとする各事業所管課における実務研修の実施 

③人権研修・不祥事防止研修・セクハラ防止研修など職員としての基礎と

なる研修の実施 

④都市整備局職員表彰の実施【3 月】 

⇒①局全体の中期的スケジュールの共有化（月 1 回） 

②情報共有と課題解決のための局経営会議の開催（年間 10 回程度） 

③「局長・副局長ミーティング」の開催（12 回程度） 

④局内横断プロジェクトの実施 

⑤改革推進委員会企画部会の開催 

⑥ハッピーライフ委員会（都市整備局特定事業主行動計画推進委員会）

による、横浜市特定事業主行動計画の推進 

 

４ 
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